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業績予想の修正及び営業外収益並びに営業外費用の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2026年２月12日に公表いたしました2026年３月期の連結業績予想について、下記のとお

り修正いたします。また、2026年３月期第４四半期連結会計期間（2026年１月１日～2026年３月31

日）において営業外収益及び営業外費用を計上する見込みとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026 年３月期通期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）                     

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

35,300 3,200 2,400 1,700 70.16 

今回修正予想（Ｂ） 35,750 3,480 3,250 2,500 103.26 

増減額（Ｂ－Ａ）  450 280  850 800     ― 

増減率（％） 1.3 8.8 35.4 47.1     ― 

（ご参考）前期実績 

（2025 年 3 月期通期） 
33,641 2,282 632 792 32.64 

 

（業績予想修正の理由） 

当連結会計年度（2025 年４月１日～2026 年３月 31日）において、当社グループの販売が堅調に

推移したことにより、売上高および営業利益は、業績予想を上回る見通しです。 

また、経常利益は、為替相場変動の影響を受け、業績予想を大きく上回る見通しです。具体的に

は、業績予想における為替レートの前提である１米ドル 151円に対して、2026 年に入り円安基調で

推移したことにより、当社が保有する外貨建て資産・負債に対して為替差益を計上しました。これ

により、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、為替変動の影響を受け、業績予想を上

回る見通しです。 

なお、2026 年３月 31 日を基準日とする期末配当予想につきましては変更しておりません。 

 

 



２，営業外収益及び営業外費用の内容 

 2026 年３月期第３四半期連結累計期間(2025年４月１日～12月 31日)において、為替差益 164百

万円を営業外収益に計上しておりましたが、その後の為替相場の変動により、2026年３月期第４四

半期連結会計期間（2026年 1 月１日～３月 31 日）においては 444 百万円の為替差益を計上いたし

ました。これは、当社が保有する外貨建資産・負債に対し発生したものであります。 

 上記の結果により、当連結会計年度において営業外収益に計上する為替差益は 609百万円となり

ました。609 百万円の為替差益のうちベトナム事業に係る長期未収入金の為替差益が 227 百万円あ

りますが、当該長期未収入金には全額貸倒引当金を計上しているため、その為替差益と同額を営業

外費用（貸倒引当金繰入額 227百万円）として計上いたしました。加えて、ベトナム子会社への外

貨建貸付金に係る為替変動リスクの軽減を目的としたデリバティブ取引を行っており、営業外費用

（デリバティブ評価損）301 百万円を計上いたしました。これらの結果、当連結会計年度における

実質的な為替差益は 80 百万円となります。なお、当社は今後の為替相場の不透明感に伴う為替変

動リスクへの対応策として、上記のデリバティブ取引に加え、通常の商取引より発生する債権に対

して為替予約取引を導入しております。 

 

（注）上記に記載した予想数値は、本資料の発表日時点で入手可能な情報及び当社が合理的である

と判断した前提に基づいて作成したものであり、実際の業績は予想数値と異なる場合がありま

す。 

 

以 上  

 


